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対話リフレクションに表出した信念に関する一考察 

-コルトハーヘン「玉ねぎモデル」の実証的研究- 

大友 正純 

秋田市立秋田東中学校 

要約 

 

本研究は，対話リフレクションにおいて表出した信念に関わる発話場面を分析し，対話リフレク

ションを通して数学教師の信念の様相を明らかにすることを目的としたものである．信念の枠組み

としてコルトハーヘンの「玉ねぎモデル」を参考にしながら，「信じていること」，「アイデンティテ

ィ」，「使命」，「コア・クオリティ」の４つのカテゴリーを設定し，表出した発話から，教師の信念

について分析を試みた．そして，「コア・クオリティ」の言語化を目指した． 

 プロトコルの分析結果から，信念に関わる発話は，授業の拠り所としている実践知に関する発話

がその大多数を占めていた．また，「コア・クオリティ」に関する発話の出現数は他よりも少なかっ

たものの，対話リフレクションを通して「優しさ」，「誠実さ」，「公平」，「向上心」，「意欲」，「自発

性」といった共通の「コア･クオリティ」を言語化することができた．対話リフレクションを通した

「コア・クオリティ」の強化や修正のあり方が今後の課題である． 
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１ はじめに 

教師の信念は授業に大きな影響を与える．教師

の信念が教師は数学に関する権威者ではないとの

立場であれば，それとは異なる信念をもつ教師の

授業との間には大きな違いが生じることは明白で

ある．「数学をすべての子どもたちに真に自分自身

のものにさせるための我々の不断の努力のすべて

において，この知識は相対的であるという見方を

決して見失ってはならない」(ビショップ,2011，

p.222)の言及から分かるように，授業を変えるた

めに信念を見つめ直すことは自然な行為である．

むしろ，授業の力量を高めるためには，教師自身

が自らの信念について内省することから始めるこ

とが望ましい．  

教師が所有している信念が授業に与える影響の

大きさを考えると，これからの教師教育は形式的

な知識や技術の伝達だけにとどまらず，その背後

にある教師の信念をいかに形成していくかが課題

の一つとなる．したがって，これからの教師教育

では，授業に関するコンピテンシーや実践知の伝

達・習得のみに注力するのではなく，信念に対し

てどのように影響を与えるかについて検討を重ね

なくてはならない． 

教師の学びをもたらす要素について，コルトハ

ーヘン(2017)は，特に授業者自身である「人間」

を重視し，「実践」，「理論」，「人間」の３つ視点の

関係を次のように示している(図１)． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般的に理論と実践の橋渡しが重要であると捉

えがちだが，コルトハーヘンは，「教師の学びにお

図１ 教師の学びが起こる３つの関係 

(コルトハーヘン，2017，p.399) 
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「玉ねぎモデル」は，信念の中にさらに「アイ

デンティティ」のレ࣋ル，「使命」のレ࣋ルを㏣ຍ

している．そして，その中心に఩⨨するのが教師

の中᰾的な㈨㉁となる「コア・クオリティ」であ

る．「コア・クオリティは，๰㐀性，信㢗，Ẽ㐵い，

ຬẼ，ឤ性，決断力，自発性，コ࣑ット࣓ント，

ᰂ㌾性などのಶ人的な㈨㉁を指し，よい教育を行

う上でこれらの㈨㉁は不ྍḞであると考えられる」

(コルトハーヘン，2017)． 

「玉ねぎモデル」のレ࣋ルの఩⨨が分かりやす

くなるよう，内ഃのレ࣋ルになる࡯どⱝい␒ྕを

௜した．ྛ レ࣋ルのヲ⣽は௨ୗの通りである(表１)． 

 

表１ 玉ねぎモデルにࡅ࠾るリフレクションレ࣋ル 

 

㸵⎔ቃ(�,4(0-,+$,2)のレ࣋ル͐㐼㐝するものす

べて 

㸴行 (ື�$' 4(-0)のレ࣋ル͐行ື，実㝿の᣺る

⯙いについて 

㸳コンピテンシー(�-+p$2$,"($1)のレ࣋ル͐⬟

力，技⬟に関すること 

４信じていること(�$*($%1)のレ࣋ル͐ᛮってい

ること，考えていること 

３アイデンティティ(�#$,2(26)のレ࣋ル͐自ᕫ

ᴫ念に関係していること，自分のᙺ๭に関す

ること 

㸰使命(�(11(-,)のレ࣋ル͐自分の理᝿や㈐௵

はఱか，どのようなことを成し㐙ࡆようとし

ているか 

１コア・クオリティ(�-0$ /3 *(2($1)のレ࣋ル

͐ಶ人的㈨㉁(公平さ，優しさ，ᰂ㌾性，๰㐀

性，信㢗，ຬẼなど) 

 
コルトハーヘン(200�)は，ᑓ㛛ᐙとしての成㛗

をಁ㐍するᡭ段として，「コア・リフレクション」

をᥦ᱌している．コア・リフレクションの特ᚩは，

コア・クオリティに注目することにある．それは，

コア・クオリティはコンピテンシーに対して内ഃ

から影響を与えるため，コア・リフレクション・

アプローࢳでは，コア・クオリティが生⏘的な教

師の学習のཎື力であるとྠ᫬に，コンピテンシ

ーを⋓得するためのᇶ本であると考えられている

からである．そして，「コア・リフレクションを行

うことで，コア・クオリティが教師の中でά性化

されることがᮇᚅできる」(コルトハーヘン，200�)

のである．コア・リフレクションでは，リフレク

ションを通して自ᕫをよく見つめることが᥎ዡさ

れており，他者との対話を通して「コア・クオリ

ティ」を言語化し，「玉ねぎモデル」の中᰾にある

「コア･クオリティ」を自ぬしていくことを目指す．

対話リフレクションの目的は，コルトハーヘンが

ᥦၐするコア・リフレクションの理念とྜ⮴して

おり，コア・クオリティを内ໟする信念に対して

その強化や修正のಁ㐍を目指すものである． 

 (3)ᮏ研究にࡅ࠾る信念 

本研究では，信念は，「玉ねぎモデル」における

「４信じていること」とその内ഃにある「３アイ

デンティティ」，「㸰使命」，「１コア・クオリティ」

にᨭえられていると捉える．そこで，「４信じてい

ること」，「３アイデンティティ」，「㸰使命」，「１

コア・クオリティ」のレ࣋ルのリフレクションを，

「信念」に対するリフレクションとする． 

「４信じていること」は「授業をする上での拠

り所」と捉えることができる．「授業をする上での

拠り所」は「実践知」にᨭえられているため，「実

践知」に関するリフレクションは，「４信じている

こと」のレ࣋ルとして఩⨨࡙けて，分析する． 

 

３ 対話リフレクションの実㊶ 

(1)対話リフレクションのᴫ要࡜Ⓨ話のศ㢮 
㹉中学校数学⛉㹌教ㅍのึ௵者研修での授業研

究指ᑟ場面を஦౛としてྲྀり上ࡆる．指ᑟ教ဨは

➹者である．㹌教ㅍは，ㅮ師Ṕが10ᖺ௨上あり，

⤒㦂が㇏ᐩで，㹉中学校では中ሀ教ဨとして学校

の中心的立場をᢸっている．授業中はビデオカ࣓

ࣛ1ྎを設⨨して授業をグ㘓する．指ᑟ教ဨはグ

㘓⏝⣬に授業のឤ᝿をグ㏙し，対話リフレクショ

ンにά⏝した．授業後，授業���を視⫈しながら

対話リフレクションを実᪋した．なお，指ᑟ教ဨ

は授業の省ᐹ場面に㝿して，「理論的指ᑟ者」，「実

践的指ᑟ者・᥼ຓ者」，「コーࢳンࢢ的᥼ຓ者」，「カ

的᥼ຓ者」の立場を使い分けているࢢリンࢭン࢘

(大友，2021)．対話リフレクションの様子はビデ

オカ࣓ࣛでグ㘓し，発話の様子をプロトコル分析

し，対話リフレクションで表出した㹌教ㅍの信念

� 
 

いて，実践と理論のつながりだけでなく，ఱより

も教師という人間とのつながりが重要である」(コ

ルトハーヘン，2017)と㏙べて，人間とのつながり

を強ㄪしている． 

大友(2021)は，教師を཯省的実践ᐙとして捉え，

学び⥆ける数学教師の育成を目指す対話リフレク

ションをᥦ᱌し，ᬯ㯲知の明示化，信念の修正に

対話リフレクションの意⩏を見出した．対話リフ

レクションは，授業後に自らの授業をモࢱࢽーし，

他者(参ほ者)とともに，対話を通して授業の分析

やホ౯を行う内省的授業研究方ἲである．自分一

人だけのリフレクションではẼ௜きにくい㒊分が

多く，対話リフレクションだからこそ得られるẼ

௜きやᬯ㯲知がある．また，他者が，ඛ㍮教ဨ(࣓

ンࢱー)であれば，ඛ㍮教ဨのᬯ㯲知にゐれること

もྍ⬟となる．対話リフレクションによって授業

ㄆ知の表出య㦂を重ねることは，自ᕫリフレクシ

ョンの㊊場࡙くりにもຠ果がある． 

本研究は，ඛ㍮教ဨとの対話リフレクションの

実践からそこに表出した信念に関わる発話場面を

分析することにより，対話リフレクションを通し

て数学教師がもつ信念の様相を明らかにすること

を目的としたものである．そして，信念の᰾とな

るコア・クオリティ(ಶ人的な㈨㉁)の言語化を目

指す． 

 

㸰 信念につ࠸  ࡚

(1)ᤵᴗにࡅ࠾る信念 

「授業に関する信念の重要性は，多くの教育研

究者がㄆめるところである」(ᮌཎ，2012，p

)．

しかし，授業に関する信念は捉えどころが㞴しく，

そのゎ㔘は多様である．ྜྷᓮ(1��7)は，授業力量

を「信念」，「知識」，「技術」の୕つのഃ面から捉

えており，授業についての信念(౯್ほ)は「ලయ

的には授業ほ，教ᮦほ，指ᑟほ，子どもほといっ

た教師が授業に関してもっているࠗねがい࠘のこ

とである」(ྜྷᓮ，1��7，p
�)，と㏙べている． 

ᮌཎ(2012)は，授業力量の３ᒙᵓ㐀をまとめる

㝿に，信念を中᰾に఩⨨࡙けている．「これは，目

に見えないࠗ信念࠘を中᰾とし，行為によって☜

ㄆしうるࠗ技術࠘を表ᒙに఩⨨࡙け，そして୧者

をࠗ知識࠘が௰௓するというᵓ㐀を表すものであ

る」(ᮌཎ，2012，p.
1)．また，「信念は授業行ື

においてᬯ㯲にᶵ⬟しており，教師自身も自分の

信念を自ぬ化していない場ྜが多い」(秋田，1��2，

p.227)ため，対話リフレクションは信念の表出行

為に῝く関わることができる点からも，教師教育

において有ຠなഃ面をもつものといえる． 

(2)玉ねぎモデル 

コルトハーヘン(200�)は，リフレクションする

対㇟を「玉ねぎモデル」と⛠して，㸵つのレ࣋ル

に分㢮した(図㸰)． 
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図㸰 玉ねぎモデル(コルトハーヘン，200�，p.�
) 

 

Akita University



-4-
	 

 

「玉ねぎモデル」は，信念の中にさらに「アイ

デンティティ」のレ࣋ル，「使命」のレ࣋ルを㏣ຍ

している．そして，その中心に఩⨨するのが教師

の中᰾的な㈨㉁となる「コア・クオリティ」であ

る．「コア・クオリティは，๰㐀性，信㢗，Ẽ㐵い，

ຬẼ，ឤ性，決断力，自発性，コ࣑ット࣓ント，

ᰂ㌾性などのಶ人的な㈨㉁を指し，よい教育を行

う上でこれらの㈨㉁は不ྍḞであると考えられる」

(コルトハーヘン，2017)． 

「玉ねぎモデル」のレ࣋ルの఩⨨が分かりやす

くなるよう，内ഃのレ࣋ルになる࡯どⱝい␒ྕを

௜した．ྛ レ࣋ルのヲ⣽は௨ୗの通りである(表１)． 

 

表１ 玉ねぎモデルにࡅ࠾るリフレクションレ࣋ル 

 

㸵⎔ቃ(�,4(0-,+$,2)のレ࣋ル͐㐼㐝するものす

べて 

㸴行 (ື�$' 4(-0)のレ࣋ル͐行ື，実㝿の᣺る

⯙いについて 

㸳コンピテンシー(�-+p$2$,"($1)のレ࣋ル͐⬟

力，技⬟に関すること 

４信じていること(�$*($%1)のレ࣋ル͐ᛮってい

ること，考えていること 

３アイデンティティ(�#$,2(26)のレ࣋ル͐自ᕫ

ᴫ念に関係していること，自分のᙺ๭に関す

ること 

㸰使命(�(11(-,)のレ࣋ル͐自分の理᝿や㈐௵

はఱか，どのようなことを成し㐙ࡆようとし

ているか 

１コア・クオリティ(�-0$ /3 *(2($1)のレ࣋ル

͐ಶ人的㈨㉁(公平さ，優しさ，ᰂ㌾性，๰㐀

性，信㢗，ຬẼなど) 

 
コルトハーヘン(200�)は，ᑓ㛛ᐙとしての成㛗

をಁ㐍するᡭ段として，「コア・リフレクション」

をᥦ᱌している．コア・リフレクションの特ᚩは，

コア・クオリティに注目することにある．それは，

コア・クオリティはコンピテンシーに対して内ഃ

から影響を与えるため，コア・リフレクション・

アプローࢳでは，コア・クオリティが生⏘的な教

師の学習のཎື力であるとྠ᫬に，コンピテンシ

ーを⋓得するためのᇶ本であると考えられている

からである．そして，「コア・リフレクションを行

うことで，コア・クオリティが教師の中でά性化

されることがᮇᚅできる」(コルトハーヘン，200�)

のである．コア・リフレクションでは，リフレク

ションを通して自ᕫをよく見つめることが᥎ዡさ

れており，他者との対話を通して「コア・クオリ

ティ」を言語化し，「玉ねぎモデル」の中᰾にある

「コア･クオリティ」を自ぬしていくことを目指す．

対話リフレクションの目的は，コルトハーヘンが

ᥦၐするコア・リフレクションの理念とྜ⮴して

おり，コア・クオリティを内ໟする信念に対して

その強化や修正のಁ㐍を目指すものである． 

 (3)ᮏ研究にࡅ࠾る信念 

本研究では，信念は，「玉ねぎモデル」における

「４信じていること」とその内ഃにある「３アイ

デンティティ」，「㸰使命」，「１コア・クオリティ」

にᨭえられていると捉える．そこで，「４信じてい

ること」，「３アイデンティティ」，「㸰使命」，「１

コア・クオリティ」のレ࣋ルのリフレクションを，

「信念」に対するリフレクションとする． 

「４信じていること」は「授業をする上での拠

り所」と捉えることができる．「授業をする上での

拠り所」は「実践知」にᨭえられているため，「実

践知」に関するリフレクションは，「４信じている

こと」のレ࣋ルとして఩⨨࡙けて，分析する． 

 

３ 対話リフレクションの実㊶ 

(1)対話リフレクションのᴫ要࡜Ⓨ話のศ㢮 
㹉中学校数学⛉㹌教ㅍのึ௵者研修での授業研

究指ᑟ場面を஦౛としてྲྀり上ࡆる．指ᑟ教ဨは

➹者である．㹌教ㅍは，ㅮ師Ṕが10ᖺ௨上あり，

⤒㦂が㇏ᐩで，㹉中学校では中ሀ教ဨとして学校

の中心的立場をᢸっている．授業中はビデオカ࣓

ࣛ1ྎを設⨨して授業をグ㘓する．指ᑟ教ဨはグ

㘓⏝⣬に授業のឤ᝿をグ㏙し，対話リフレクショ

ンにά⏝した．授業後，授業���を視⫈しながら

対話リフレクションを実᪋した．なお，指ᑟ教ဨ

は授業の省ᐹ場面に㝿して，「理論的指ᑟ者」，「実

践的指ᑟ者・᥼ຓ者」，「コーࢳンࢢ的᥼ຓ者」，「カ

的᥼ຓ者」の立場を使い分けているࢢリンࢭン࢘

(大友，2021)．対話リフレクションの様子はビデ

オカ࣓ࣛでグ㘓し，発話の様子をプロトコル分析

し，対話リフレクションで表出した㹌教ㅍの信念
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のᯛ数をồめていたため，授業では，生ᚐとのၥ

⟅を通して，式をά⏝したồめ方をྲྀり上ࡆてい

た．場面１の㹌教ㅍの３つの発話は，式にこだわ

る理⏤について㏙べたものである．指ᑟ教ဨが「式

にこだわることも，自分としては大஦にしたいな

あとᛮう㸽」との㉁ၥをきっかけに「式にこだわ

っていくべなあって」，「㡹ᅛにつなࡆていきた

いなあって」といった㹌教ㅍのこだわりをᘬき出

すことに成ຌした．また，その理⏤についても明

☜に㏙べており，ẚ౛の学習では式にこだわりた

いという㹌教ㅍのᛮいが伝わってくる．共ឤ的ែ

ᗘによる対話リフレクションにより，実践知の言

語化が行われた場面である． 

ղ「
.2୺にᤵᴗ(ᣦᑟἲ，教ᤵἲ)に関するこ࡜」

のⓎ話ሙ㠃 

ሙ㠃㸰 ᤵᴗ「関ᩘ࡜は」ࡾࡼ 

༢ 元㸸「ẚ౛と཯ẚ౛」(➨１学ᖺ) 

ねらい㸸関数の定⩏を考える． 

 

㹫㸸(㯮ᯈ๓にあつまって話しྜっているシーンを

見ながら)うࢇ，これすࡈくいい． 

㹲㸸というところが出せたのがよかったのかなあ 

㹫㸸ただ，自分もこれすࡈくいいなあとᛮうけど，

(自分が)�中の᫬はᛧくてできなかった．な

かっていうと，(�中の)３組のようになるࡐ

から．ただ㞟まって，ఱもしないで，௰いい

者ྠኈが㞟まって．というのがとってもᛧい

まりそういうᛧさといࢇだけど，ඛ生はあࢇ

うか，ឤじない㸽 

㹲㸸３組はそうなったなあってឤじはします．４

組はまあ，そࢇなに． 

㹫㸸うࢇうࢇ ． 

 

場面㸰の授業は，関数の定⩏を生ᚐたちが๰り

あࡆていく授業である．㸳つの≧ἣを設定し，そ

れࡒれの≧ἣにおいて，１つが決まれば，もう１

つがただ１つに決まるかどうかを生ᚐに考えさせ

る．そして，その㸳つから１つに決まるものと，

決まらないものに分㢮させることで，関数の定⩏

を考えさせるのである．学習形ែとして，㹌教ㅍ

は，ಶ人で考えさせた後，自⏤に立ちṌいて，話

しྜうように指示をした． 

場面㸰は，指ᑟ教ဨが自らの⤒㦂にᇶ࡙いてか

ら自⏤に立ちṌかせながら話しྜうことの༴㝤性

について語り，㉁ၥしている場面である．指ᑟ教

ဨが自分の実践知を語っている場面である．ࢢル

ープの組み方に対する指ᑟ教ဨの実践知(信念)を

話すことで，㹌教ㅍの実践知(信念)をᦂさࡪって

いるのである．参ほした授業は４組の授業である

が，指ᑟ教ဨがᠱ念していることを，஦๓に行っ

た３組の授業において授業者もឤじており，自⏤

に立ちṌいて話しྜうことのよさだけではなく，

ᠱ念すべき点についての෌☜ㄆをಁ したのである． 

このような指ᑟ教ဨが意見や自らの実践知を直

᥋的に㏙べる場面は，対話リフレクション඲యを

通して決して多くはない．しかし，信念をᦂさࡪ

るときには，直᥋的に㉁ၥをしたり，指ᑟ教ဨの

実践知を語ったりすることが望ましいことがある．

対話リフレクションは，実践知をᢲしつけるので

はなく，実践知の෌考をಁすように，さりࡆなく

他者の実践知にゐれさせることが大ษである． 

ճ「
.3୺に⏕ᚐに関するこ࡜」のⓎ話ሙ㠃 

ሙ㠃３ ᤵᴗ「࠺࠾ぎᙧ」ࡾࡼ 

༢ 元㸸「平面図形」(➨１学ᖺ) 

ねらい㸸おうぎ形のᘼの㛗さや面✚をồめる． 

 

㹫㸸

0分の2�0を，

0๭る2�0をやってもだめ

なࢇだね，1.�だもࢇね．1.�だから，こࢇど，

๭る1.�なࢇだな．あ，ややこしくなってき

たね．1.�． 

㹲㸸1.�だから． 

㹫㸸1.�で㸰分の３の㏫数にしての３分の㸰をか

けないといけないࢇだね．๭る㸰分の３なࢇ

だな． 

㹲㸸あああ．そっか，そっか，そっか． 

㹫㸸やっ１，ࡥになるからこそ，そこは． 

㹲㸸そっか，ࢇだすね．㸶➼分，๭る㸶．㸶分の 

  １． 

㹫㸸2�0rのとき，どうするだろうなあ．ᙼらなあ． 

㹲㸸そうですね．次の᫬間にそれやって． 

 

場面３の対話リフレクションは，඲య的に㹌教

ㅍの実践知(生ᚐは๭り⟬でおうぎ形の面✚をồめ

ようとする)を指ᑟ教ဨがᗈࡆていくような形でᒎ


 
 

について考ᐹを行った．なお，対話リフレクショ

ンは１ᖺ間で1�ᅇ実᪋した． 

ྛカテゴリーࡈとの発話の場面数は次の通りで

ある(表㸰)． 

 

ྠ一場面に，」数のカテゴリーのリフレクショ

ンがྵまれている場ྜは，」数のカテゴリーにカ

 ．ントした࢘

 (2)「㸲信じ࡚࠸るこ࡜」に関するⓎ話につ࠸  ࡚

対話リフレクションは，授業 ���を視⫈しなが

らの省ᐹ行為であるため，授業中の意ᛮ決定の᰿

拠となる実践知を語る場面が多く見られた．本研

究では，実践知に関するリフレクションを「４信

じていること」のレ࣋ルとして఩⨨࡙けたため，

「４信じていること」に関する発話数が，４つの

カテゴリーの中でᅽಽ的に多くなった． 

そこで，「４信じていること」レ࣋ルの発話を，

その内ᐜにᛂじて，「୺に数学(内ᐜ，教ᮦ)に関す

ること」，「୺に授業(指ᑟἲ，教授ἲ)に関するこ

と」，「୺に生ᚐに関すること」，「数学・授業・生

ᚐについて」ྜ的なこと」に分けた．他に，「教育

に関すること」の発話をこのカテゴリーとした．

それࡒれのカテゴリーẖの発話数は次の通りであ

る(表３)． 

「୺に数学(内ᐜ，教ᮦ)に関すること」の発話

が᭱も多く，授業でྲྀりᢅう内ᐜや教ᮦに対して

⇕心に話していることがわかった．また，内ᐜに

関すること，授業に関すること，生ᚐに関するこ

とが」ྜ的にྲྀり上ࡆられている発話も多く，こ

の୕者の間にᩚྜ性をもたせることを目指しなが

ら授業ᵓ᝿をᶍ⣴している様子が見られた．なお，

プロトコル中の㹲は授業者(㹌教ㅍ)，㹫は࣓ンࢱ

ーの指ᑟ教ဨ(➹者㸸教⫋⤒㦂27ᖺ)である． 

ձ「
.1 ୺にᩘ学(ෆᐜ，教ᮦ)に関するこ࡜」の

Ⓨ話ሙ㠃 

ሙ㠃１ ᤵᴗ「ẚ౛཯ẚ౛のά⏝」ࡾࡼ 

༢ 元㸸「ẚ౛と཯ẚ౛」(➨１学ᖺ)  

ねらい㸸シࣗレッࢲーのゴ࣑の重さが �.
)&のと

き，㸿４の⣬ఱᯛ分かをồめる． 

 

㹫㸸㹌ඛ生のその式にこだわるってことも，自分

としては大஦にしたいなあとᛮう㸽 

㹲㸸多分，これからも式にはこだわっていくべな

あって． 

㹫㸸うࢇうࢇ． 

㹲㸸その式を立てさせることを，やっࡥり今のう 

  ちにやりてえなあって，こࢇな学力の子たち 

ですけど． 

㹫㸸うࢇうࢇうࢇ． 

㹲㸸式に立てて，やっࡥりⱞᡭだすもࢇね．ずっ

とⱞᡭでいるから．表から式を⡆༢にすらっ

と，できるようにしていきたいなあとᛮって

次の᫬間とかも，あの，まあ，これもそうで

すけど，これもࣛࢢフからなࢇですけど，あ

とそれこそこのື点も，表సらせて，その表

から式をసって，௦ධしてゎいていく．これ

も，あわよくば点とっていってもいいし，表

にしてもいいし，表から式をసれるっていう

表と式とࣛࢢフをこう，㡹ᅛに㡹ᅛにつなࡆ

ていきたいなあって，はい，ᖖにこう． 

 

場面１は，᪥ᖖ஦㇟のၥ題について，ẚ౛をά

⏝してゎ決を図る授業である．授業は，㸿４の⣬

が�00ᯛで㸰)&であることをᡭがかりに，�.
)&

のゴ࣑が㸿４の⣬ఱᯛ分かをồめていくものであ

る．生ᚐの大多数が，㹷㸻㹟㹶の式を使わずに⣬

表㸰 信念に関するⓎ話のࢦࢸ࢝リー࡜ሙ㠃  ᩘ

カテゴリー 場面数 

「４信じていること」に関する発話 1
0 

「３アイデンティティ」関する発話 �2 

「㸰使命」に関する発話 �� 

「１コア・クオリティ」に関する発話 
� 

表３ 「㸲信じ࡚࠸るこ࡜」に関するⓎ話の 

ሙ㠃࡜リーࢦࢸ࢝  ᩘ

カテゴリー 場面数 

�.1୺に数学(内ᐜ，教ᮦ)に関するこ 

  と 

�� 

�.2୺に授業(指ᑟἲ，教授ἲ)に関す 

ること 

17 

�.
୺に生ᚐに関すること 2� 

�.�数学・授業・生ᚐに関する」ྜ的 

なこと 


� 

�.�教育に関すること  
 

Akita University
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のᯛ数をồめていたため，授業では，生ᚐとのၥ

⟅を通して，式をά⏝したồめ方をྲྀり上ࡆてい

た．場面１の㹌教ㅍの３つの発話は，式にこだわ

る理⏤について㏙べたものである．指ᑟ教ဨが「式

にこだわることも，自分としては大஦にしたいな

あとᛮう㸽」との㉁ၥをきっかけに「式にこだわ

っていくべなあって」，「㡹ᅛにつなࡆていきた

いなあって」といった㹌教ㅍのこだわりをᘬき出

すことに成ຌした．また，その理⏤についても明

☜に㏙べており，ẚ౛の学習では式にこだわりた

いという㹌教ㅍのᛮいが伝わってくる．共ឤ的ែ

ᗘによる対話リフレクションにより，実践知の言

語化が行われた場面である． 

ղ「
.2୺にᤵᴗ(ᣦᑟἲ，教ᤵἲ)に関するこ࡜」

のⓎ話ሙ㠃 

ሙ㠃㸰 ᤵᴗ「関ᩘ࡜は」ࡾࡼ 

༢ 元㸸「ẚ౛と཯ẚ౛」(➨１学ᖺ) 

ねらい㸸関数の定⩏を考える． 

 

㹫㸸(㯮ᯈ๓にあつまって話しྜっているシーンを

見ながら)うࢇ，これすࡈくいい． 

㹲㸸というところが出せたのがよかったのかなあ 

㹫㸸ただ，自分もこれすࡈくいいなあとᛮうけど，

(自分が)�中の᫬はᛧくてできなかった．な

かっていうと，(�中の)３組のようになるࡐ

から．ただ㞟まって，ఱもしないで，௰いい

者ྠኈが㞟まって．というのがとってもᛧい

まりそういうᛧさといࢇだけど，ඛ生はあࢇ

うか，ឤじない㸽 

㹲㸸３組はそうなったなあってឤじはします．４

組はまあ，そࢇなに． 

㹫㸸うࢇうࢇ ． 

 

場面㸰の授業は，関数の定⩏を生ᚐたちが๰り

あࡆていく授業である．㸳つの≧ἣを設定し，そ

れࡒれの≧ἣにおいて，１つが決まれば，もう１

つがただ１つに決まるかどうかを生ᚐに考えさせ

る．そして，その㸳つから１つに決まるものと，

決まらないものに分㢮させることで，関数の定⩏

を考えさせるのである．学習形ែとして，㹌教ㅍ

は，ಶ人で考えさせた後，自⏤に立ちṌいて，話

しྜうように指示をした． 

場面㸰は，指ᑟ教ဨが自らの⤒㦂にᇶ࡙いてか

ら自⏤に立ちṌかせながら話しྜうことの༴㝤性

について語り，㉁ၥしている場面である．指ᑟ教

ဨが自分の実践知を語っている場面である．ࢢル

ープの組み方に対する指ᑟ教ဨの実践知(信念)を

話すことで，㹌教ㅍの実践知(信念)をᦂさࡪって

いるのである．参ほした授業は４組の授業である

が，指ᑟ教ဨがᠱ念していることを，஦๓に行っ

た３組の授業において授業者もឤじており，自⏤

に立ちṌいて話しྜうことのよさだけではなく，

ᠱ念すべき点についての෌☜ㄆをಁ したのである． 

このような指ᑟ教ဨが意見や自らの実践知を直

᥋的に㏙べる場面は，対話リフレクション඲యを

通して決して多くはない．しかし，信念をᦂさࡪ

るときには，直᥋的に㉁ၥをしたり，指ᑟ教ဨの

実践知を語ったりすることが望ましいことがある．

対話リフレクションは，実践知をᢲしつけるので

はなく，実践知の෌考をಁすように，さりࡆなく

他者の実践知にゐれさせることが大ษである． 

ճ「
.3୺に⏕ᚐに関するこ࡜」のⓎ話ሙ㠃 

ሙ㠃３ ᤵᴗ「࠺࠾ぎᙧ」ࡾࡼ 

༢ 元㸸「平面図形」(➨１学ᖺ) 

ねらい㸸おうぎ形のᘼの㛗さや面✚をồめる． 

 

㹫㸸

0分の2�0を，

0๭る2�0をやってもだめ

なࢇだね，1.�だもࢇね．1.�だから，こࢇど，

๭る1.�なࢇだな．あ，ややこしくなってき

たね．1.�． 

㹲㸸1.�だから． 

㹫㸸1.�で㸰分の３の㏫数にしての３分の㸰をか

けないといけないࢇだね．๭る㸰分の３なࢇ

だな． 

㹲㸸あああ．そっか，そっか，そっか． 

㹫㸸やっ１，ࡥになるからこそ，そこは． 

㹲㸸そっか，ࢇだすね．㸶➼分，๭る㸶．㸶分の 

  １． 

㹫㸸2�0rのとき，どうするだろうなあ．ᙼらなあ． 

㹲㸸そうですね．次の᫬間にそれやって． 

 

場面３の対話リフレクションは，඲య的に㹌教

ㅍの実践知(生ᚐは๭り⟬でおうぎ形の面✚をồめ

ようとする)を指ᑟ教ဨがᗈࡆていくような形でᒎ

対話リフレクションに表出した信念に関する一考察 －コルトハーヘン「玉ねぎモデル」の実証的研究－

Akita University
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࠸に関するⓎ話につ「࢕ࢸ࢕ࢸデン࢖࢔３」(3)  ࡚
 「アイデンティティ」レ࣋ルのリフレクション

は，௙஦の中での自分，教ᐊ内での自分のᙺ๭に

対するリフレクションである．そこで，自分の᣺

る⯙いに対するリフレクションや理᝿的な教師の

ᙺ๭に関する発話を中心にᢳ出した．つまり，理

᝿的な教師ീに関することである．ᢳ出した発話

の特ᚩから，「３アイデンティティ」に関する発話

について，୺に㸳つのカテゴリーにが表出した(表

４)． 

それࡒれのカテゴリーの発話౛は，次の通りで

ある(表㸳)．「生ᚐの཯ᛂを授業ᒎ㛤に生かしてい

くことが教師の大஦なᙺ๭である」，といったᛮい

が強いことがわかる．ビデオから，立ち఩⨨がᝏ

いために生ᚐの཯ᛂを見㏨してしまったことにẼ

࡙き，᜼しくᛮう場面があった．一方，自分のᙺ

๭ややるべきことが↔点化できず，自分のᙺ๭が

不㏱明であるとឤじている場面があり．཯省的実

践ᐙとしてのẼᵓえがឤじられた．トࣛイ㸤࢚ࣛ

ーを⧞り㏉しながら，教師として成㛗していこう

とするጼໃはとてもዲましい信念である．また，

授業中は話しᡭとしてのᙺ๭を大஦にしており，

話しᡭとしてఱを語るべきか，生ᚐにఱをၥうべ

きかを考えて授業を実践しているのである．生ᚐ

の཯ᛂを生かしつつ，生ᚐの表᝟の変化を見㏨さ

ずに教師の௓ධのࢱイ࣑ンࢢを見ィらいながら，

㌋㌉することなく話すことを教師のᙺ๭と心得て

おり，授業඲యを修正しながらコントロールする

ことを大ษにしていた． 

 

表㸲 「３࢖࢔デン࢕ࢸ࢕ࢸ」に関するⓎ話の 

ሙ㠃࡜リーࢦࢸ࢝  ᩘ

カテゴリー 場面数 


.1生ᚐの཯ᛂを生かす教師 1
 


.2話しᡭとしての教師  㸵 


.
Ẽ࡙きの᥎㐍者としての教師 㸵 


.�཯省的実践ᐙとしての教師 㸵 


.�コントロール者，修正者として 

の教師 

㸵 

表㸳 「３࢖࢔デン࢕ࢸ࢕ࢸ」にࡅ࠾るࢦࢸ࢝リー࡜ࡈのⓎ話౛ 

カテゴリー 発話౛ 


.1生ᚐの཯ᛂを生

かす教師 

 

「つࡪやいたので，ࡰそっとつࡪやいて，おうおう，じࡷあఱ々ってឤじ」 

「せっかく一␒᭱ึに発見したったので，その子やっࡥりこう，ನ᭱ึに発

見したったよと，ᛮわせるような，㓄៖したいなあと」 

「うあー見えねがった．ちࡻうど๓の子に㞃れてでだすな．いや㹼おしい」 


.2話しᡭとしての

教師 

 

「で，けっこう，今ᅇ意識したのが，どこの㛗さ知りたいって⪺くࢇですよ，

⚾．いろࢇな，ఱồめるときも」͓͓ 

「ᝎࢇで，ばっとཱྀにしたったのでここ，✺っ㎸みどころだなあっとᛮって」 


.
Ẽ࡙きの᥎㐍者

としての教師 

「なので，これをこう᭩きながら，もっとあって，Ẽ௜かせるような，子た

ちをቑやしたいなあ」 

「それをこうẼ࡙かせてあࡆたいなあとᛮって」 


.�཯省的実践ᐙと

しての教師 

「なࢇだろう，もうちࡻっとなࢇかね，☜ㄆしたいこと多すぎて，いっࡥい

いっࡥいになっちࡷうࢇだすよなあ」 

「発ၥどうしたらいいかなあってのは考えていかなきࡷいけないのかなあ」 

「できない子がఱ人かいて，てことは，その子達は，ずっとわかࢇねまま，

ずっと１᫬間⪺いていたࢇだなあって，そういう子達をどうすればいいの

かなあって」 


.�コントロール

者，修正者とし

ての教師 

「その㎶をもうちࡻっと᪩めにもってきて，とか．それも，ですね．どのࢱ

イ࣑ンࢢでもっていけばいいのかなあって」 

「おっとって言って，そこでちࡻっとあーだべ，こーだべって教えて，ちࡻ

っと実は⣽ᕤしたところがあって」 

「そこは⧞り㏉し，⧞り㏉し，ఱがఱの関数なࢇだ，ఱがఱの１次関数なࢇ

だというのは，ていねいにおさえないと，分からないࢇだなあ」 

� 
 

㛤していた．このように，一⥴に生ᚐの཯ᛂを分

析し，生ᚐから実践知を得ようとする⤒㦂は，生

ᚐのㄆ知面から学ࡰうとするጼໃの☜立，すなわ

ち教師としての望ましいアイデンティティの☜立

と通じていく．対話リフレクションが実践知の࡬

⋓得につながることも，有⏝性のࡦとつである．

生ᚐのㄆ知面にᕥྑされるのが数学の授業の大き

な特ᚩであるから，対話リフレクションは，生ᚐ

の཯ᛂから学ࡪための有ຠなࢶールともいえる． 

մ「
.
ᩘ学࣭ ᤵᴗ࣭ ⏕ᚐに関する」ྜ的࡞こ࡜」

のⓎ話ሙ㠃 

ሙ㠃㸲 ᤵᴗ「ᆶ⥺のస図」ࡾࡼ 

༢ 元㸸「平面図形」(➨１学ᖺ) 

ねらい㸸ᆶ⥺のస図のしかたを考える． 

 

㹫㸸うࢇうࢇ．それはやっࡥり，㹌ඛ生が᭱ึに

⦪の෇，㞷だるま(図３)を見せた． 

㹲㸸ちࡻっとそれでうまくいったかなあっていう

のは，実はこれ，これをみࢇなでこう，ࡥっ

と出てきて࡯しかったなあ． 

㹫㸸うーࢇ．え，でも，え，この段階(ᶓの෇，図

４)で，こっち(⦪の෇，図㸳)の方の数が多く

あって࡯しかったわけではない㸽͓ 

㹲㸸理᝿はですね． 

㹫㸸理᝿はね． 

㹲㸸⤯対，こっち㸦ᶓの෇，図４㸧の方が多いべ

なってのは͓． 

㹫㸸なる࡯どな．͓ 

㹲㸸ᛮってたࢇですけど，ఱ人か，こっち㸦⦪の

෇，図㸳㸧いて࡯しいなあ． 

㹫㸸これ(᭱ึの㞷だるま，図３)があるために，

少しでもこっち(⦪෇のᆶ⥺స図，図㸳)がቑ

えてるといいかな． 

㹫㸸でも，それはやっࡥりຌをዌしたっていうか． 

㹲㸸ああ，そうっすね．一␒ᕥ(㞷だるま，図３)

やらなければ． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教⛉᭩では，㸰つの෇をᶓに୪べた図を⏝いて

⥺対⛠な図形になることを☜ㄆしているが，㹌教

ㅍは，㸰つの෇を⦪に୪べた図(㞷だるまと࿧ࢇで

いる)を⏝いて，中心と஺点を結ࢇだ直⥺がᆶ直に

஺わることをㄝ明した．それは，⦪に෇を୪べる

ことで一般的なᆶ⥺のస図の௙方にẼ࡙くことが

できるとุ断したからである．生ᚐの実ែと教ᮦ

内ᐜについて༑分に検討を重ね，授業ᒎ㛤を考え

たのである．場面４からは，実践知の３要素(内ᐜ，

方ἲ，生ᚐ)の関㐃性を大஦にしたいとする㹌教ㅍ

のᛮいが伝わってくる． 

図３ 㞷ࡔるࡲ 

図㸲 ᶓの෇ 

図㸳 ⦪の෇ 

Akita University
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࠸に関するⓎ話につ「࢕ࢸ࢕ࢸデン࢖࢔３」(3)  ࡚
 「アイデンティティ」レ࣋ルのリフレクション

は，௙஦の中での自分，教ᐊ内での自分のᙺ๭に

対するリフレクションである．そこで，自分の᣺

る⯙いに対するリフレクションや理᝿的な教師の

ᙺ๭に関する発話を中心にᢳ出した．つまり，理

᝿的な教師ീに関することである．ᢳ出した発話

の特ᚩから，「３アイデンティティ」に関する発話

について，୺に㸳つのカテゴリーにが表出した(表

４)． 

それࡒれのカテゴリーの発話౛は，次の通りで

ある(表㸳)．「生ᚐの཯ᛂを授業ᒎ㛤に生かしてい

くことが教師の大஦なᙺ๭である」，といったᛮい

が強いことがわかる．ビデオから，立ち఩⨨がᝏ

いために生ᚐの཯ᛂを見㏨してしまったことにẼ

࡙き，᜼しくᛮう場面があった．一方，自分のᙺ

๭ややるべきことが↔点化できず，自分のᙺ๭が

不㏱明であるとឤじている場面があり．཯省的実

践ᐙとしてのẼᵓえがឤじられた．トࣛイ㸤࢚ࣛ

ーを⧞り㏉しながら，教師として成㛗していこう

とするጼໃはとてもዲましい信念である．また，

授業中は話しᡭとしてのᙺ๭を大஦にしており，

話しᡭとしてఱを語るべきか，生ᚐにఱをၥうべ

きかを考えて授業を実践しているのである．生ᚐ

の཯ᛂを生かしつつ，生ᚐの表᝟の変化を見㏨さ

ずに教師の௓ධのࢱイ࣑ンࢢを見ィらいながら，

㌋㌉することなく話すことを教師のᙺ๭と心得て

おり，授業඲యを修正しながらコントロールする

ことを大ษにしていた． 

 

表㸲 「３࢖࢔デン࢕ࢸ࢕ࢸ」に関するⓎ話の 

ሙ㠃࡜リーࢦࢸ࢝  ᩘ

カテゴリー 場面数 


.1生ᚐの཯ᛂを生かす教師 1
 


.2話しᡭとしての教師  㸵 


.
Ẽ࡙きの᥎㐍者としての教師 㸵 


.�཯省的実践ᐙとしての教師 㸵 


.�コントロール者，修正者として 

の教師 

㸵 

表㸳 「３࢖࢔デン࢕ࢸ࢕ࢸ」にࡅ࠾るࢦࢸ࢝リー࡜ࡈのⓎ話౛ 

カテゴリー 発話౛ 


.1生ᚐの཯ᛂを生

かす教師 

 

「つࡪやいたので，ࡰそっとつࡪやいて，おうおう，じࡷあఱ々ってឤじ」 

「せっかく一␒᭱ึに発見したったので，その子やっࡥりこう，ನ᭱ึに発

見したったよと，ᛮわせるような，㓄៖したいなあと」 

「うあー見えねがった．ちࡻうど๓の子に㞃れてでだすな．いや㹼おしい」 


.2話しᡭとしての

教師 

 

「で，けっこう，今ᅇ意識したのが，どこの㛗さ知りたいって⪺くࢇですよ，

⚾．いろࢇな，ఱồめるときも」͓͓ 

「ᝎࢇで，ばっとཱྀにしたったのでここ，✺っ㎸みどころだなあっとᛮって」 


.
Ẽ࡙きの᥎㐍者

としての教師 

「なので，これをこう᭩きながら，もっとあって，Ẽ௜かせるような，子た

ちをቑやしたいなあ」 

「それをこうẼ࡙かせてあࡆたいなあとᛮって」 


.�཯省的実践ᐙと

しての教師 

「なࢇだろう，もうちࡻっとなࢇかね，☜ㄆしたいこと多すぎて，いっࡥい

いっࡥいになっちࡷうࢇだすよなあ」 

「発ၥどうしたらいいかなあってのは考えていかなきࡷいけないのかなあ」 

「できない子がఱ人かいて，てことは，その子達は，ずっとわかࢇねまま，

ずっと１᫬間⪺いていたࢇだなあって，そういう子達をどうすればいいの

かなあって」 


.�コントロール

者，修正者とし

ての教師 

「その㎶をもうちࡻっと᪩めにもってきて，とか．それも，ですね．どのࢱ

イ࣑ンࢢでもっていけばいいのかなあって」 

「おっとって言って，そこでちࡻっとあーだべ，こーだべって教えて，ちࡻ

っと実は⣽ᕤしたところがあって」 

「そこは⧞り㏉し，⧞り㏉し，ఱがఱの関数なࢇだ，ఱがఱの１次関数なࢇ

だというのは，ていねいにおさえないと，分からないࢇだなあ」 

対話リフレクションに表出した信念に関する一考察 －コルトハーヘン「玉ねぎモデル」の実証的研究－

Akita University
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(�)「１コ࢔㺃ク࢜リ࢕ࢸ」に関するⓎ話につ࠸  ࡚
 「コア・クオリティ」レ࣋ルのリフレクション

は，共ឤやᛮいやりといったಶ人的な㈨㉁に対す

るリフレクションである．୺なಶ人的な㈨㉁とし

て「向上心・意欲・自発性」，「誠実さ・公平」，「優

しさ」，「๰㐀性・ᕤኵ」の４つが表出した．それ

との場面数は次の通りであるࡈ－れのカテゴリࡒ

(表㸶)． 

 

それࡒれのカテゴリーの発話౛は，次の通りで

ある(表㸷)．対話リフレクションはึ௵者研修に

おける授業研究の一⎔として行われたものであっ

たため，඲యを通じて向上心や意欲の高さが㝶所

にឤじられた．また，㹌教ㅍはㅮ師⤒㦂が㇏ᐩで

あり，すでに㇏かな実践知を身に௜けていること

が向上心の表れにつながったものと᥎ᐹできる．

ẖ᫬間の授業実践ならびに対話リフレクションに

対して࣡ク࣡クしたẼᣢちで⮫み，授業ᨵၿを図

ろうと試みていた．発話の様子から，཯省的実践

ᐙとしての望ましいಶ人的㈨㉁を身に௜けており，

「生き生きと授業ᨵၿを目指そうとする」，「生ᚐ

にすっとධっていくような授業をしたい」といっ

た㹌教ㅍの授業ほが，誠実に授業と向きྜおうと

するコア・クオリティにᨭえられていることがわ

かる．また，生ᚐに対する優しさがឤじられる発

話が㝶所に表出していた．こうした優しさが生ᚐ

のᏳ心ឤにつながっているのである．実㝿，どの

授業でも生ᚐはᏳ心した様子で授業に参ຍしてい

た． 

「コア・クオリティ」レ࣋ルのリフレクション

は，数学学習に㝈って㐺⏝される内ᐜではなく，

あらࡺる教育άືの࣋ーࢫとなる内ᐜであり，教

師としての᰾となるものである．どれも教師の㈨

㉁にࡩさわしいものであったため，ᦂさࡪりをか

けることよりも，うなずきや共ឤを示すことに⤊

始した．なお，本✏ではྲྀり上ࡆなかったが，学

⣭⤒Ⴀに関する発話も見られた． 

 

表㸶 「１コ࣭࢔ク࢜リ࢕ࢸ」に関するⓎ話の 

ሙ㠃࡜リーࢦࢸ࢝  ᩘ

カテゴリー 場面数 

1.1向上心・意欲・自発性 12 

1.2誠実さ・公平 11 

1.
優しさ 10 

1.�๰㐀性・ᕤኵ � 

表㸷 「１コ࣭࢔ク࢜リ࢕ࢸ」にࡅ࠾るࢦࢸ࢝リー࡜ࡈのⓎ話౛ 

カテゴリー 発話౛ 

1.1向上心・意欲・

自発性 

「見てもらうので，いろいろこう考ᐹして，ࢫ࣋トな≧ែっていうか，この

授業を見てもらいたいなってのをやるので，もちろࢇ，一␒᭱ึにいきな

りいっࡥい失ᩋしたときもあるし，あるっすけど，でも，１ᅇ目㸰ᅇ目っ

てけっこう࣡ク࣡クしながら，自分࣡ク࣡クしながらやるので」 

「あ，でも，こうやって，やって，失ᩋして，まだおもしれっすな」 

1.2誠実さ・公平 「授業もちࡻっとなࢇかこう，教える方優ඛになっちࡷって，教える方優ඛ

だから，またわからなくなって，という，㈇のࣃࢫイࣛルみたいな」 

「たしかに一␒᭱ึ，これ結ᵓ，いろࢇな᱌᭩いてたのに，ᣠって，あࢇま

りᣠってあࡆれなかったのが，ちࡻっとⱞしかったなあとᛮったすねえ」 

1.
優しさ 「ᅇったときに，分かるࢇだけど，ㄝ明できないって言ったから，あとその

๓に⪺いておいて，みࢇなの๓でㄝ明させて，自信つけさせようかなっと

ᛮって」 

「我々だから，いっࡥい使っているからこうやって⡆༢にできるすけど，こ

の子たちにしてみればなあ」 

1.�๰㐀性・ᕤኵ 「生ᚐにこう，やることධってってるなあっていう．あるじࡷないですか，

授業してて」 

「だから，今，話すあれを，ᶵ఍をわࡊとࡩやすために，పいやつで，一生

ᠱ命にやってる」 

� 
 

(
)「㸰౑࿨」に関するⓎ話につ࠸  ࡚
 「使命」レ࣋ルのリフレクションは，授業者の

授業中の᣺る⯙いの意図，または，理᝿とする授

業に対するリフレクションである．それらを特ᚩ

から，୺に㸴つのカテゴリーが表出しており，対

話リフレクションを通して㹌教ㅍが目指したい授

業ീがᾋかび上がった(表㸴)． 

 

  

それࡒれのカテゴリーの発話౛は，次の通りで

ある(表㸵)．生ᚐに考えさえたいという信念は，

すべての授業の対話リフレクションに一㈏してい

た．㹌教ㅍは「生ᚐにᛮ考の場をあたえること」

が数学教師の使命である，との信念をもつことが

ᾋき᙮りになった． 

「生ᚐのつまずきにᩄឤで，生ᚐの཯ᛂをண 

し，ⱞᡭな生ᚐに㓄៖した授業」を目指している

ことがわかる．その一方で，㐺ᗘな㈇Ⲵをかけた

授業をしたいとのᛮいもあり，これらの୧立に向

けて信念がᦂれືいていた．それは，ึ ௵研で学

のある授業を実践した「ンプࣕࢪ背ఙびと」だࢇ

いとのᛮいが背後にあったからである．「背ఙび

とࣕࢪンプ」はࣦィゴ࢟ࢶーの「内化」，「発達の

᭱㏆᥋㡿ᇦ理論」によるものであり，教師や௰間

の᥼ຓによって฿達できるレ࣋ルに学びのྍ⬟性

をồめるものである．このように，学び得た知識

によって「使命」がᦂれືく様子がఛえる． 

 

 

表㸴 「㸰౑࿨」に関するⓎ話のࢦࢸ࢝リー࡜ 

ሙ㠃  ᩘ

カテゴリー 場面数 

2.1考える授業 1� 

2.2ⱞᡭな生ᚐに㓄៖した授業 12 

2.
༠ാ的な学びのある授業 � 

2.�数学のよさ面白さをឤじる授業 � 

2.� 授業ᒎ㛤やめあてにᕤኵがある授

業 


 

2.
背ఙびとࣕࢪンプのある授業 � 

表㸵 「㸰౑࿨」にࡅ࠾るࢦࢸ࢝リー࡜ࡈのⓎ話౛ 

カテゴリー 発話౛ 

2.1考える授業 「⚾，この考えるところにやっࡥり重きをおきたくて」 

「㢌の中，すࡈいめࡄってるじࡷないですか．ああでもない，こうでもない

って」 

2.2ⱞᡭな生ᚐに㓄

៖した授業 

「今までこうやってきた中で，ᅄ๎がΰじることによって，ちࢇ࡫ࢇか࡫ࢇ

 「ですよࢇになってたりもするので，ここを୎ᑀにやりたかったࢇ

「分からない子が㸳ಶで考えれれば，みࢇなこうឤじれるのかなあ」 

2.
༠ാ的な学びの

ある授業 

「඲ဨでそのことについて考えてるかっていえば，授業で一యឤというか，

みࢇなで考えようっていう一యឤはないなあっていうࢪレン࣐があって」 

「こういうやっࡥり自然な話しྜいを考えてる場面って，自分の中ですࡈく

大஦だなあって」͓ 

2.�数学のよさ，面

白さをឤじる授

業 

「やっࡥりこう฼⏝のところは，฼⏝するよさをなるべく伝えたい，ってい

うのが⚾の中にあって」 

「なࢇか図形の⨾しさとか，図形のなࢇかᴦしさとか，そういうのがこう，

なࢇかこう，ឤじさせることができるような１᫬間にしたいなあ」 

2.�授業ᒎ㛤やめあ

てにᕤኵがある

授業 

「じࡷあどうすればㄝ明しやすくなるࢇだべなあっていうところで，今᪥は

そこをめあてにしようねってつなࡆたかったࢇですよね」 

「1�0 がいないのは実は᝿定していて，今᪥のもっていきかたのような，そ

ういうときはこういうもっていきかただなあって．出てた場ྜは，その子

をࡦっࡥりだせばいいがなあっていう」 

2.
背ఙびとࣕࢪン

プのある授業 

「いくらでも分かり࡙らいやつとᛮって」 

「そういう㢼なところもちࡻっと考え，考えさせたいっていうか，なࢇかこ

う．ハーࢻル高いࢇすかねえ」 

Akita University
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(�)「１コ࢔㺃ク࢜リ࢕ࢸ」に関するⓎ話につ࠸  ࡚
 「コア・クオリティ」レ࣋ルのリフレクション

は，共ឤやᛮいやりといったಶ人的な㈨㉁に対す

るリフレクションである．୺なಶ人的な㈨㉁とし

て「向上心・意欲・自発性」，「誠実さ・公平」，「優

しさ」，「๰㐀性・ᕤኵ」の４つが表出した．それ

との場面数は次の通りであるࡈ－れのカテゴリࡒ

(表㸶)． 

 

それࡒれのカテゴリーの発話౛は，次の通りで

ある(表㸷)．対話リフレクションはึ௵者研修に

おける授業研究の一⎔として行われたものであっ

たため，඲యを通じて向上心や意欲の高さが㝶所

にឤじられた．また，㹌教ㅍはㅮ師⤒㦂が㇏ᐩで

あり，すでに㇏かな実践知を身に௜けていること

が向上心の表れにつながったものと᥎ᐹできる．

ẖ᫬間の授業実践ならびに対話リフレクションに

対して࣡ク࣡クしたẼᣢちで⮫み，授業ᨵၿを図

ろうと試みていた．発話の様子から，཯省的実践

ᐙとしての望ましいಶ人的㈨㉁を身に௜けており，

「生き生きと授業ᨵၿを目指そうとする」，「生ᚐ

にすっとධっていくような授業をしたい」といっ

た㹌教ㅍの授業ほが，誠実に授業と向きྜおうと

するコア・クオリティにᨭえられていることがわ

かる．また，生ᚐに対する優しさがឤじられる発

話が㝶所に表出していた．こうした優しさが生ᚐ

のᏳ心ឤにつながっているのである．実㝿，どの

授業でも生ᚐはᏳ心した様子で授業に参ຍしてい

た． 

「コア・クオリティ」レ࣋ルのリフレクション

は，数学学習に㝈って㐺⏝される内ᐜではなく，

あらࡺる教育άືの࣋ーࢫとなる内ᐜであり，教

師としての᰾となるものである．どれも教師の㈨

㉁にࡩさわしいものであったため，ᦂさࡪりをか

けることよりも，うなずきや共ឤを示すことに⤊

始した．なお，本✏ではྲྀり上ࡆなかったが，学

⣭⤒Ⴀに関する発話も見られた． 

 

表㸶 「１コ࣭࢔ク࢜リ࢕ࢸ」に関するⓎ話の 

ሙ㠃࡜リーࢦࢸ࢝  ᩘ

カテゴリー 場面数 

1.1向上心・意欲・自発性 12 

1.2誠実さ・公平 11 

1.
優しさ 10 

1.�๰㐀性・ᕤኵ � 

表㸷 「１コ࣭࢔ク࢜リ࢕ࢸ」にࡅ࠾るࢦࢸ࢝リー࡜ࡈのⓎ話౛ 

カテゴリー 発話౛ 

1.1向上心・意欲・

自発性 

「見てもらうので，いろいろこう考ᐹして，ࢫ࣋トな≧ែっていうか，この

授業を見てもらいたいなってのをやるので，もちろࢇ，一␒᭱ึにいきな

りいっࡥい失ᩋしたときもあるし，あるっすけど，でも，１ᅇ目㸰ᅇ目っ

てけっこう࣡ク࣡クしながら，自分࣡ク࣡クしながらやるので」 

「あ，でも，こうやって，やって，失ᩋして，まだおもしれっすな」 

1.2誠実さ・公平 「授業もちࡻっとなࢇかこう，教える方優ඛになっちࡷって，教える方優ඛ

だから，またわからなくなって，という，㈇のࣃࢫイࣛルみたいな」 

「たしかに一␒᭱ึ，これ結ᵓ，いろࢇな᱌᭩いてたのに，ᣠって，あࢇま

りᣠってあࡆれなかったのが，ちࡻっとⱞしかったなあとᛮったすねえ」 

1.
優しさ 「ᅇったときに，分かるࢇだけど，ㄝ明できないって言ったから，あとその

๓に⪺いておいて，みࢇなの๓でㄝ明させて，自信つけさせようかなっと

ᛮって」 

「我々だから，いっࡥい使っているからこうやって⡆༢にできるすけど，こ

の子たちにしてみればなあ」 

1.�๰㐀性・ᕤኵ 「生ᚐにこう，やることධってってるなあっていう．あるじࡷないですか，

授業してて」 

「だから，今，話すあれを，ᶵ఍をわࡊとࡩやすために，పいやつで，一生

ᠱ命にやってる」 

対話リフレクションに表出した信念に関する一考察 －コルトハーヘン「玉ねぎモデル」の実証的研究－
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㸲 ࡜ࡲめ 

共ឤ的なែᗘによる対話リフレクションにより，

授業者の実践知の言語化を行うことができたため，

授業者はあらためて自らの実践知を☜ㄆすること

ができた．本✏では，「実践知」に対するリフレク

ションを，「４信じていること」のレ࣋ルと఩⨨࡙

けたが，授業ビデオを見ながらの対話リフレクシ

ョンであったため，実践知に注目して発話してい

る場面が多くなった．そのため，信念の強化や修

正などの信念のືきに関する発話も，「実践知」に

関することが中心となっていた．中でも，数学の

内ᐜと生ᚐに関する内ᐜに関わることが多かった．

これは，授業ビデオを見ながらの対話リフレクシ

ョンであったためと᥎ᐹされる．実践知には，␲

いようのないᐈほ的な知識もあれば，⤒㦂によっ

て得た୺ほ的な知識もある．どちらも授業を行う

上で大ษな実践知であり，中にはᬯ㯲知としてᏑ

ᅾしていることもある．「玉ねぎモデル」では，実

践知に関するリフレクションのレ࣋ルが明☜では

ないため，実践知に関するリフレクションの఩⨨

࡙けについては，検討のవᆅがある． 

「３アイデンティティ」に関する発話から，理

᝿とする教師ീを表出することができた．その教

師ീには，᪥ᖖの授業において生ᚐの཯ᛂを生か

そうとするጼໃ，授業඲యをコントロールしよう

とするጼໃの重要性がྵまれていた． 

「㸰使命」に関する発話から，理᝿とする授業

ീがᾋかび上がり，「生ᚐにᛮ考の場を与えること

が数学教師の使命である」との信念を見出すこと

ができた．このような「３アイデンティティ」や

「㸰使命」から伝わってくる信念から，教師の数

学ほ，学習ほをᇉ間見ることができた． 

「１コア・クオリティ」に関する発話では，「優

しさ」，「誠実さ」，「公平」，「向上心」，「意欲」，「自

発性」といった「コア･クオリティ」を見出すこと

ができた．対話リフレクションは，「コア・クオリ

ティ」の言語化をಁし，「コア･クオリティ」を自

ぬさせることで自ᕫ⫯定ឤをもたらすことができ

るため，その教育的意⩏はᴟめて大きいといえよ

う．今後は，コア・クオリティの自ぬをಁしつつ，

さらに強化・修正を図るための対話リフレクショ

ンのあり方をᶍ⣴し，信念の変ᐜについて研究を

῝めていきたい． 
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